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ABSTRAK 

 

Syifa Fauziah. 2022. Analisis Deiksis Wacana dalam Drama Mare Karya Eriko 

Shinozaki. Skripsi, Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang, Fakultas Bahasa dan 

Seni, Universitas Negeri Jakarta. 

Deiksis merupakan salah satu dari kajian pragmatik yang berfungsi untuk menunjuk 

baik pada orang, objek, waktu, peristiwa, maupun tempat. Deiksis wacana unik 

karena cakupannya luas, sehingga jenis deiksis yang lain dapat masuk di dalamnya. 

Penelitian dibatasi hanya pada deiksis wacana yang menunjukkan ruang/waktu. 

Dalam menemukan deiksis wacana yang menunjukkan ruang/tempat, ditemukan 

kesulitan membedakan dengan deiksis ruang/tempat itu sendiri. Oleh karena itu, 

perlu diperhatikan penanda wacananya, karena deiksis wacana tidak hanya 

bertalian dengan kata tunjuk dan acuan saja tapi juga wacananya. Tujuan penelitian 

ini adalah untuk mengetahui, 1) referensi, 2) hubungan kohesi dan koherensi, dan  

3) fungsi bahasa, sehingga ditemukan deiksis wacana yang utuh baik dari bentuk 

maupun makna. Penelitian ini merupakan penelitian kualitatif dengan metode 

analisis deskriptif. Data dikumpulkan menggunakan metode simak dan teknik catat 

yang bersumber dari drama Jepang Mare karya Eriko Shinozaki. Teknik analisis 

data dilakukan menggunakan metode padan referensial dengan teknik pilah unsur 

penentu (PUP) dan teknik lanjutan hubung banding menyamakan (HBS). 

Berdasarkan hasil analisis, ditemukan 55 data deiksis wacana dengan 39 data 

referensinya anafora dan 16 data referensinya katafora. Hubungan kohesi yang 

ditemukan yaitu gramatikal referensi 44 data dan gramatikal substitusi 11 data. 

Hubungan koherensi yang ditemukan yaitu 35 data (benar dan berhubungan) dan 

20 data (salah dan berhubungan). Dari 7 fungsi bahasa, ditemukan 5 fungsi bahasa 

dalam deiksis wacana. Tidak ditemukan fungsi imajinatif dan fungsi instrumental. 

Kata kunci: Deiksis wacana, wacana, ruang/tempat, referensi, hubungan 

kohesi dan koherensi,  fungsi bahasa, konteks 
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ABSTRACT 

 

Syifa Fauziah. 2022. Analysis of Discourse Deixis in the Drama Mare by Eriko 

Shinozaki. Thesis, Japanese Language Education Study Program, Faculty of 

Language and Arts, State University of Jakarta. 

Deixis is one of the pragmatic studies that functions to refer to people, objects, times, 

events, and places. Discourse deixis unique because the scope itself is wide, so that 

other types of deixis can be included in it. This research is limited to discourse 

deixis which shows space/time. In finding discourse deixis that shows space/place, 

it is often difficult to distinguish it from the deixis of space/place itself. Therefore, 

it is necessary to pay attention to the discourse markers, because discourse deixis is 

not only related to pointing words and references but also to discourse. The purpose 

of this research is to find out 1) the reference, 2) the relationship of cohesion and 

coherence, and 3) the language function, so that a complete discourse deixis is 

found, both in terms of form and meaning. This research is a qualitative research 

with descriptive analysis method. The data was collected using the listening method 

and note-taking technique which was sourced from the Japanese drama Mare by 

Eriko Shinozaki. Furthermore, data analysis was carried out using the referential 

equivalent method with the determining element sorting technique and an advanced 

technique, the equalizing comparison technique. Based on the results of the analysis, 

found 55 discourse deixis data with 39 anaphoric reference data and 16 cataphoric 

reference data. The cohesion relationship found is reference grammatical with 44 

data and substitution grammatical with 11 data. The coherence relationships found 

are (true and connected) with 35 data and (false and connected) with 20 data. Of 

the 7 language functions presented, 5 language functions are found in discourse 

deixis. There are no imaginative and instrumental functions found in the discourse 

deixis of Mare's drama. 

Keywords: Discourse deixis, discourse, space/place, reference, cohesion and 

coherence relationship, language function, context 
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篠崎絵里子の「希」と言うドラマにおける談話直示の分析 

ジャカルタ国立大学 

Syifa Fauziah 

syifafauziah758@gmail.com 

 

概要 

 

A. 背景 

直示研究は、人、物、時間、出来事への指示として関数する語用論的研

究の一部である。Levinson（1983）および Koizumi（1995）によると、直

示には 5つのカテゴリーがあって、それは人称直示、空間/場所直示、時間

直示、談話直示、社会直示である。他の種類の直示があるので、談話直示

は独特である。したがって、私は空間/場所を示す談話直示を分析するこ

とによって問題を制限する。 

談話直示は、照応および後方照応の参照に関連している。つまり、分析

するでは前後の話を見ることが必要である。直示の談話は無傷でなければ

はらない。したがって、発見された談話は、その中に結束性および一貫性

の関係を持たなければならない。発見された談話直示は文脈（SPEAKING）

で言語関数を知られていることができる。 

空間/場所を示す談話直示を調べるとき、それと空間/場所自体の直示を

区別することは困難である。したがって、参照の談話直示マーカーには前

後の話を見て、そして結束性および一貫性の関係は注意をする必要がある。

言語関数については話の文脈を見ることで分かる。研究データは篠崎絵里

子「希」と言う日本のドラマに基づく。得られたデータから、無傷な談話

の形および意味が見つかった、そのため私は「希」と言うドラマにある談

話直示を深く研究することにした。 
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B. 問題提起 

1. 篠崎絵里子の「希」と言うドラマにおける空間/場所を示す談話直示の

参照はどうであろうか。  

2. 篠崎絵里子の「希」と言うドラマにおける空間/場所を示す談話直示の

結束性および一貫性の関係はどうであろうか。 

3. 篠崎絵里子の「希」と言うドラマにおける空間/場所を示す談話直示の

言語関数はどうであろうか。 

 

C. 結果 

篠崎絵里子による「希」と言うドラマの談話直示データ収集に基づいて、

55 データの空間/場所を示すの談話直示が得られた。取得した 55 データか

ら、39 の照応参照データおよび 16 の後方照応参照データがある。 

本研究は、記述的研究方法とともに「Penelitian Kualitatif」である。デー

タ収集は「Metode Simak」および「Teknik Catat」を使用する。データ分析

は「Metode Padan Referensial」、そして「Teknik Pilah Unsur Penentu」およ

び「Teknik Lanjutan Hubung Banding Menyamakan」を使用することである。 

分析データの表示は参照に従って分割されている。以下は、篠崎絵里子

の「希」と言うドラマにおける照応参照の談話直示研究データを示す表で

ある。 

Table 4.1 

照応参照データ分析結果の表 

番号 

データ 

談話直示 

の 

指示詞 

使用分類 結束性 一貫性 言語関数 

1 それ 指示 
文法的 

「参照」 
正および繋ぐ 代表的 

2 これ 指示 
文法的 

「参照」 
正および繋ぐ 個人的 

3 そんな根性 様態 
文法的 

「置換」 
正および繋ぐ 個人的 

4 ここ 場所 
文法的 

「参照」 
正および繋ぐ 代表的 

5 こっち 方向 文法的 正および繋ぐ 個人的 
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「参照」 

6 これ 指示 
文法的 

「参照」 
正および繋ぐ 規制 

7 こっち 方向 
文法的 

「参照」 
正および繋ぐ 代表的 

8 そんな事 様態 
文法的 

「置換」 
違および繋ぐ 個人的 

9 そんな事 様態 
文法的 

「置換」 
正および繋ぐ 個人的 

10 あそこ  場所 
文法的 

「参照」 
正および繋ぐ 代表的 

11 
あんな 重

ねる 
様態 

文法的 

「置換」 
正および繋ぐ 発見的 

12 あれ  指示 
文法的 

「参照」 
正および繋ぐ 代表的 

13 
そんな気持

ち 
様態 

文法的 

「置換」 
違および繋ぐ 個人的 

14 ここ  場所 
文法的 

「参照」 
違および繋ぐ 個人的 

15 ここ  場所 
文法的 

「参照」 
違および繋ぐ 代表的 

16 これ 指示 
文法的 

「参照」 
違および繋ぐ 発見的 

17 あれ 指示 
文法的 

「参照」 
違および繋ぐ 代表的 

18 それ  指示 
文法的 

「参照」 
違および繋ぐ 個人的 

19 ここ 場所 
文法的 

「参照」 
違および繋ぐ 個人的 

20 ここ  場所 
文法的 

「参照」 
違および繋ぐ 個人的 

21 このｹｰｷ 指示 
文法的 

「置換」 
正および繋ぐ 個人的 

22 これ  指示 
文法的 

「参照」 
正および繋ぐ 代表的 

23 こんな高度 様態 
文法的 

「置換」 
正および繋ぐ 個人的 

24 それ  指示 
文法的 

「参照」 
正および繋ぐ 代表的 

25 これ 指示 
文法的 

「参照」 
違および繋ぐ 発見的 

26 ここ   場所 
文法的 

「参照」 
正および繋ぐ 代表的 

27 あれ 指示 
文法的 

「参照」 
違および繋ぐ 代表的 

28 これ  指示 
文法的 

「参照」 
違および繋ぐ 個人的 

29  ここ  場所 文法的 正および繋ぐ 規制 
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「参照」 

30  あそこ 場所 
文法的 

「参照」 
正および繋ぐ 発見的 

31  その理由 指示 
文法的 

「置換」 
正および繋ぐ 個人的 

32  それ 指示 
文法的 

「参照」 
正および繋ぐ 規制 

33 あそこ  場所 
文法的 

「参照」 
正および繋ぐ 代表的 

34  これ 指示 
文法的 

「参照」 
正および繋ぐ 発見的 

35  ここ 場所 
文法的 

「参照」 
正および繋ぐ 個人的 

36  ここ  場所 
文法的 

「参照」 
違および繋ぐ 代表的 

37  これ 指示 
文法的 

「参照」 
正および繋ぐ 代表的 

38 あれ  指示 
文法的 

「参照」 
正および繋ぐ 規制 

39  これ  指示 
文法的 

「参照」 
正および繋ぐ 代表的 

 

以下は、篠崎絵里子の「希」と言うドラマにおける後方照応参照の談話

直示研究データを示す表である。 

Table 4.2 

後方照応参照データ分析結果の表 

番号 

データ 

談話直示 

の 

指示詞 

使用分類 結束性 一貫性 言語関数 

1 これ 指示 
文法的 

「参照」 
正および繋ぐ 代表的 

2 この祭り 指示 
文法的 

「置換」 
違および繋ぐ 代表的 

3  こっち 方向 
文法的 

「参照」 
正および繋ぐ 発見的 

4 こんな 様態 
文法的 

「参照」 
正および繋ぐ 個人的 

5  ここ 場所 
文法的 

「参照」 
違および繋ぐ 個人的 

6 ここ 場所 
文法的 

「参照」 
正および繋ぐ 発見的 

7 ここ 場所 
文法的 

「参照」 
正および繋ぐ 発見的 

8 これ  指示 文法的 違および繋ぐ 発見的 
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「参照」 

9  
こんな広か

った  
様態 

文法的 

「置換」 
違および繋ぐ 発見的 

10 あれ 指示 
文法的 

「参照」 
正および繋ぐ 代表的 

11  こっち  方向 
文法的 

「参照」 
違および繋ぐ 発見的 

12  これ 指示 
文法的 

「参照」 
正および繋ぐ 代表的 

13  ここ 場所 
文法的 

「参照」 
違および繋ぐ 対話 

14  それ 指示 
文法的 

「参照」 
違および繋ぐ 発見的 

15  このｺｰﾋｰ 指示 
文法的 

「置換」 
正および繋ぐ 個人的 

16  これ 指示 
文法的 

「参照」 
正および繋ぐ 代表的 

 

 

D. 結論 

空間/場所を示す談話直示データの分析結果に基づいて、以下の結論が

得られる。 

1. 参照 

取得した 55 データを分析した結果, 39 の照応参照データおよび 16 の後

方照応参照データということが分かる。 

a. 照応参照 

照応参照は、以前に言及されたものを識別するために使用される進行

中のプロセスである。39 の照応参照データがある。見つかった指示詞の

データは「ここ」および「これ」(9)；「それ」、「あれ」、「そんな」

(4)；「あそこ」(3) ；「こっち」(2)；「この」、「その」、「こんな」、

「あんな」(1)である。使用分類に基づいて、最も多いデータは指示分類

(19)で、少ないのは方向分類(2)である。  
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b. 後方照応参照 

後方照応参照は、後に言及されるものを指すために単語の使い方であ

る。16 の後方照応参照がある。見つかった指示詞のデータは「これ」お

よび「ここ」(4) ；「この」、「こんな」、「こっち」(2)；「それ」およ

び「あれ」(1)である。使用分類に基づいて、最も多いデータは指示分類

(8)で、少ないのは方向分類(2)および様態分類(2)である。   

  

2. 結束性および一貫性 

データ分析に基づいて、「稀」と言うドラマの談話直示で見つかった

談話は無傷に知られている。それは無傷な結束性および一貫性の関係、つ

まりその形および意味によって示される。  

結束性関係は 44 データの文法的「参照」および 11 データの文法的「置

換」が得られた。 一貫性関係は 35 データの「正および繋ぐ」がある。次

に、一貫性関係の「違および繋ぐ」は 20 データもある。 

 

  

3. 言語関数 

Halliday（1973）によると 7 つの言語関数に基づいて、この研究の結果

は「稀」と言うドラマの談話直示から 5 つの言語関数を発見した。言語関

数は 4 データの規制関数、1 データの対話関数、12 データの発見的関数、

18 データの個人関数、および 20 データの代表的関数を発見した。「稀」

と言うドラマの談話直示に想像関数および具格関数を発見しない。  

それらの発見に基づいて、最も支配的な言語関数は代表的関数、個人

的関数、および発見的関数である。作中人物が説明や情報を与えることが

多いため、代表的機能が多い。作中人物が意見を述べたり、感情を表現す
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るため、個人的機能が発見した。それから、作中人物が真実を確認するた

めに質問をするので発見的関数も発見した。 

対話関数および規制関数は最小である。それは、作中人物が名前を呼

び出しなどの対話関数を使用することはめったにないためである。一方、

規制関数は他人の行動を規制するために使用される。  

「稀」と言うドラマの談話直示に想像関数および具格関数は見られな

い。話すときに想像がないので、作中人物は想像関数を使用しない。それ

から、「命令」の形は具格関数より規制関数のほうに関連しているためで

ある。 
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